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 後期の授業が始まったころ，宛名に「工学部

長」と記された郵便としてはめずらしい肉筆の

手紙を頂いた。手紙は，社会学を専門とするＮ

氏からのものであった。Ｎ氏は，循環システム

工学科が新設されてから数年，この学科に所属

し，その後，別の大学に移られた。私が書いた

工学部同窓会誌の巻頭言を見て，激励の手紙を

くださったのである。懐旧話と氏の近況を記し

た後，「かつてお教えいただいた相転移のこと，

いつも頭において勉強しております。」とむすば

れていた。儀礼的な意味合いも多少はあるだろ

うが，窓から入る秋風に似て清々しく，学期の

変わり目にはありがたい激励の文であった。 

 「相転移」とは，多数の要素からなる系におい

て表れるマクロな形相の不連続的な変化のことで

あり，私の専門である統計物理学の一テーマであ

る。個々の要素の振る舞いを記述する法則には不

連続性がないのに，マクロな性質には不連続性が

表れるということのために，生物や人間集団にお

いて起きる不連続な変化を理解するのに比喩的に

用いられることがある。もともとは自然現象を理

解するために使われた概念が人文学（ここでは人

間，社会に関係する学をそう呼ぶことにする）の

領域で用いられるこ

とはよくあり，自己

組織化，複雑系，予

測不可能性（カオ

ス）などはその代表

格であろう。循環シ

ステム工学科ができ

たころ，この学科の

存立意義をめぐって

「熱い」議論が交わ

された。異分野融合

は可能か，課題指向（ミッションオリエンテッ

ド）の学科は可能なのかについてである。「相転

移」はそうした機会に使われたのであろう。 

 記憶はあいまいだが，私が吹っ掛けた議論

は，世紀の変わり目ころにあった世界的な話題

と関連していたように思う。９０年代半ばに

ソーカル事件というのがあった。場の理論や統

計力学を専門とするニューヨーク大学のソーカ

ルが，人文学系の有名な学術雑誌「ソーシャ

ル・テクスト」に「境界を侵犯すること：量子

重力の変換解釈学に向けて」という論文を投稿

した。この論文はじつは，自然科学の用語を多

用するポストモダニストが，自然科学に対して

無理解のまま用語を濫用していると感じたソー

カルが，そのことを示すために仕組んだに疑似

論文だった。数学，理論物理学からするとでた

らめな言辞を並べたてたものだったのだが，論

文は受理され掲載された。以来，ポストモダニ

ストが使う自然科学発祥の用語，概念を巡っ

て，またソーカルの行為を巡って激しい論争が

繰り広げられたのである。ソーカルらの著作

「『知』の欺瞞」の訳が岩波から出版されたの

が２０００年のことであり，Ｎ氏がいたころと

重なる。 

 「『知』の欺瞞」をとぎれとぎれに読んでいた

ころ，佐藤文隆氏がこの事件について，「当人

達が意識するとしないとにかかわらず，アメリ

カの大学での学生獲得やポスト争いも絡んでい

るとも言われている。同じ穴のムジナの共食い

の構図に筆者にはみえるのだが。」と揶揄的な論

評をしていることも知った。（「『科学の終焉』

とは」岩波講座・「科学／技術と人間」第１１巻

「２１世紀科学／技術への展望」所収）。「科学

と幸福」（岩波，１９９５）など佐藤氏の著作

豊木
トヨキ

 博泰
ヒロヤス

   
工学部長   

（工学部 循環システム工学科） 
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には共感するところが多かっただけに，この論

評には違和感をおぼえた。が，最近はそうかも

しれないと思っている。自然の法則性を記述す

るのに用いられた言葉を，人文学のなかで使っ

てもらえるようになることは，それだけ注目し

てもらえたということであり，理解がなってな

いといきり立たつほどのことはない。ある論述

の権威付けのために異分野の概念を濫用するこ

とは批判されるべきであるが，人文学の対象を

理解するための概念装置を数学や基礎物理学の

ような異分野から借りることはむしろ勧めてよ

いのではないか。同じ言葉を使っていてもそれ

が指し示す内容や連関が違うことはあり得ると

寛容に構えていればよい。 

そのように考えるのは，学科の存立意義を「だ

し」にして，社会と科学／技術のあり方に関して

議論し思考したことが貴重な経験であったと思え

るからである。また，私が人文学の書物を聞きか

じりで引用しながら科学や技術のあり方について

ものを言うことに寛容であって欲しいと願う（こ

うした文章を書く機会が多くなった）昨今の立場

からの自己弁護という側面もある。 

 他への寛容が失われがちな時代である。社会の

大学への風当たりが強くなるのもその一つであろ

うか。ウェーバーが「職業としての学問」を語っ

た時代と同様，学問ではなく別の「救世主」的な

存在に傾倒する傾向が表れてもおかしくない。い

かに生きるべきかに直接答えるものではない学問

の世界に身を置く者がどういう問いに対してまっ

とうに答えるのか，２０世紀の経験を経てウェー

バーの説教は，ちょっと荒っぽい言い方だが，問

い直されてしかるべきだと思う。迂遠だがそれが

大学への公的支援を安定的に得る方途なのであろ

う。そ の 意 味

で，人文学それ

自体への期待と

私のような自然

科学の人間との

対話への期待を

込めて，佐藤氏

と「同じ穴のム

ジナ」と言える

かもしれないが，統計物理学の先達である蔵本氏

の言葉を引用して，書物を通した対話の場として

の図書館への期待を表したい。 

「かつて私たちの祖先を包んでいた文化のよう

に，『私』と世界の関係や生や死について，科学

的な語り以外のさまざまな語りをもつ文化が今求

められている．人間の問いには，科学的な事実記

述によって答えられる問いと，そうでない問いが

ある．後者には答えがないゆえに問う意味もな

い，と根拠もなく錯覚されているような現代は，

ある意味で文化の貧困な時代といわざるを得な

い．事実的な知のみが知であるはずがない．物語

的な知によって適切に答えられるべき問いが，不

当に抑圧されている時代は豊かな時代とは言い難

い．本書の最大のテーマである，『知のアンバラ

ンス』の究極の姿をここに見る．」 

（「新しい自然学—非線形科学の可能性」，蔵本

由紀，岩波，２００３） 

 知のバランス 

 「知」の欺瞞  

本館 ２階  

一般書架 

アラン・ソーカル, 

ジャン・ブリクモン著 

401 

科学と幸福  

本館 ２階  

一般書架 

佐藤文隆著 

404 

新しい自然学 

本館 ２階  

一般書架 

蔵本由紀著 

401 

中村雄二郎 ほか著 

本館 ２階  

一般書架 

408 

21世紀科学 

/技術への展望  

紹介された本 
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大学院 教育学研究科 学校教育専攻２年  高間
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図書館は人々が甲府キャンパスを歩いているとす

ぐに目に入る建物の一つであろう。しかし学生であっ

ても利用する人は多くないと聞く。さらに，利用者の

多くは十分に図書館の持つサービスを使いきれないで

いることも考えると，本当に「もったいない」と思わ

ずにいられない。ますますサービスを向上させている

図書館の利用を強くお勧めしたい。現在の図書館は，

考えている以上にさまざまなサービスが受けられ，欲

しい図書を購入してもらうことさえできるようになっ

ているのである。 

今年からは「学生リクエスト」サービスが本格的

に始まり，学生がリクエストした図書を積極的に所蔵

してもらうことができるようになった。欲しい，でも

高くて買えないような図書をリクエストするとよいの

ではないだろうか。 

山梨大学に在籍して６年目になるが，ここまで図

書館のサービスが向上したという記憶はない。私に

とっては学生リクエストが特筆すべきものだったが，

他にも館内の改装によってトイレが新しくなった他，

新調された机・椅子が設置された。また図書館に関す

るアンケートが実施され，ＯＰＡＣの意匠が新しく

なった。多くの利用者にとっても，図書館はより使い

やすく居心地のよい図書館になったといえる。 

最近は「調べてみたが，ネットになかった」とい

うことで情報収集を終えてしまうことも多くなってき

ている。しかしそのような時には図書館を利用すべき

である。いろいろなサービスを駆使すれば，必ず「使

える」資料が見つかるだろう。蔵書数は多いとはいえ

ない場所であるため，「使える」資料に触れる機会を

多くする必要がある。だからこそ「学生リクエスト」

のようなサービスは評価したい。しかし，既に学生リ

クエストをインターネットでもできるようにして欲し

いという声もある。これからも図書館のサービス向上

を期待している。 

五年生になり，実習に出てより深い専門知

識を学んでいく中で図書館には大変お世話に

なっています。今年の図書館は二点大きく改

善しました。 

まず，一点目は新刊書の購入です。今年は

沢山の医学書を購入して頂きました。そのお

陰で自分の持っている教科書には載っていな

い様な現代の医学の詳細まで学べる様になり

ました。そして私たち学生が購入してもらい

たい本を自由にリクエストできるようにな

り，医学書以外にも自分の興味を持った本を

読めてとても嬉しく思っています。 

二点目は勉強スペースの増設(個人机の増

設)です。２階の今まで

大机があった場所は全て

個人机になり，より一人

でも多くの方が勉強ス

ペースを確保できるようになりました。そし

て隣とは仕切りがある為，隣を気にせず自由

に勉強することができ，高校時代通っていた

予備校の自習室を思い出させる様な光景が広

がっておりどこか懐かしさを感じます。 

今年，図書館は以上の点で大きく改善しま

した。より活用しやすい場所となり，これか

ら図書館を利用する人がさらに増えていくこ

とでしょう。 

最後に一点改善していただきたい点があり

ます。それは空調管理の点です。夏の図書館

はとても暑いです。扇風機は何台か回ってい

ましたが，一部の人にしか風が行き届いてい

ませんでした。冷房を入れていただくなども

う少し空調管理をしていただくとより快適に

利用できる図書館になると思います。 

医学部 医学科５年  木村
キ ム ラ

 望
ノゾム

  

図
書
館

利
用
者

の
声 

図書館とサービスについて  図書館とサービスについて  

大きな進化をとげた図書館 大きな進化をとげた図書館 

[医学分館] 

[本館] 
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 本書では，人が何かに動機づけられるとはど

ういうことか，「内発的動機づけ」，「自律

性」とは何かについて，わかりやすく解説され

ています。様々な研究をもとに外から動機づけ

られるよりも自分で自分を動機づける（内発的

動機づけ）ほうが，創造性，責任感，健康な行

動，変化の持続性といった点で優れていること

を明らかにし，内発的動機づけの源の一つとし

て自律性への欲求があり，自律性を支援するこ

との重要性も解いています。 

 私が大学院生のころ，患者の自己管理行動

の動機づけと自律性についての著者の論文を

読み，本書にも出会いました。当時，多くの

患者さんや自分自身の経験から，「自分自身

でやろうと思わなきゃ行動しない，できない

のは当たり前。やらされても長続きしない

し，良い結果をもたらさない。自分からやっ

ている人はストレスも少なく，不満も少ない

のではないだろうか・・・。」などと漠然と

考えていた私の頭をすっきりと整理してくれ

たことを覚えています。 

 本書の帯には「人間観が一変する本」と書か

れていますが，そんなに大層なことはないかも

しれません。むしろ，当たり前であったり，今

まで何となく感じていたことであったり，「そ

うそう，そうだよね」と共感できることが，た

くさんあるのではないでしょうか。と，同時

に，意外とそうありたくてもできていない自分

にも気づかされたりします。看護の学生だけで

なく，人と接する全ての学生

の方に読んでみてもらいたい

本です。 

  医学部 基礎・臨床看護学講座 西田
ニ シ ダ

 頼子
ヨ リ コ

  

『人を伸ばす力－内発と自律のすすめ 』 

エドワード・L・デシ,リチャード・フラスト 著  

新曜社  

桜井茂男 監訳  

医学分館２階 第２閲覧室 

141.72 

 ＨＩＴ 

石井
イ シ イ

 信行
ノブユキ

 工学部 土木環境工学科  

『評伝 山に向かいて目を挙ぐ 

     工学博士・広井勇の生涯 』  
高崎哲郎  著 

鹿島出版会   

本館２階 一般書架 

289.1 

「山に向かいて目を挙ぐ」は旧約聖書の箴言

にある一句である。この句を見て，文系の学生

はここ甲府に縁のある太宰治の短編「桜桃」を

思い浮かべるかもしれないが，本書は明治・大

正期に日本の近代国家建設に多大な貢献をした

エンジニアについての物語である。 

本書は複数の資料を基に，江戸時代末期の高

知の武家に生まれ，明治維新によって社会的存

在意味を失ってしまった武士の子として，学問

を修めるために幼くして東京に出て，そこから

さらなる可能性を求めて札幌農学校（現在の北

海道大学）に二期生として１６歳で入学し，そ

の後東京帝国大学教授として後進の育成にあ

たった広井博士の人生を描いている。札幌農学

校での内村鑑三を始めその後の日本に影響を与

えた人々との出会い，アメリカでの土木エンジ

ニアとしての修行の日々，帰国してから建設に

携わった港湾や社会基盤施設の諸々について，

広井博士の人となりを示すエピソードと共に紹

介されている。 

資料からの引用が多いために，時間の流れが

前後するので多少読みにくく，文章によって物

語に引き込まれて行くことは無いが，困難で不

確かな時代にあって，ひとりのエンジニアが何

を頼りに，どのように生きたのかを知ること

は，人生の目的や目標が見つけにくい今日の社

会において，違う分野を学ぶものにとっても参

考になる。 

人生において何を目指すのか，「山に向かい

て目を挙ぐ」という姿勢でものごとと向き合う

ことにより見えてくる。  
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図書館統計 

区分 
入館者数（人） 

学内者 学外者 合計 

本  館 265日   124,609 2,583 127,192 

分  館 286日   127,519 514 128,033 

開館日数 

区分 
館外貸出冊数（冊） 参考調査 

学生 教職員 学外者 合計 件数 

本  館 28,666 2,258 1,295 32,219 3,060 

分  館 12,449 2,526 453 15,428 3,018 

区分 
貸借（単位：冊） 文献複写（単位：件） 

貸出 借受 受付 依頼 

本  館 287 368 2,028 2,220 

分  館 117 67 2,774 3,531 

合  計 404 435 4802 5,427 

開館日数 126日 

入室者数 1,823人 

貸出券発行人数 106人 

蔵書冊数 3,895冊 

貸出冊数 3,153冊 

2 図書館蔵書統計 

区分 
図書（単位：冊） 雑誌（単位：種） 

和図書 洋図書 合計 和雑誌 洋雑誌 合計 

本  館 370,679 133,920 504,599 7,071 2,387 9,458 

分  館 59,231 49,371 108,602 2,281 1,385 3,666 

合  計 429,910 183,291 613,201 9,352 3,772 13,124 

区分 
図書（単位：冊） 雑誌（単位：種） 

和図書 洋図書 合計 和雑誌 洋雑誌 合計 

本  館 8,049 1,043 9,092 2,718 262 2,980 

分  館 2,333 805 3,138 560 134 694 

合  計 10,382 1,848 12,230 3,278 396 3,674 

3 電子ジャーナル統計 

Science Direct 94,536 Karger 1,446 

Nature Group 9,619 Science  3,139 

Wiley InterScience 17,296 Oxford University Press 4,252 

（1）開館日数・入館者数 

（1）図書・雑誌蔵書数（Ｈ22.3.31現在） 

（2）館外貸出冊数・参考調査取扱件数 

（3）相互利用 (4)子ども図書室 

（2）図書・雑誌受入数（Ｈ21年度） 

電子ジャーナル (2009/1～2009/12） fulltext ダウンロード件数 
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図 
● 講 演 会 「 日 本 社 会 と い の ち 」 を 開 催 

● 「 子 ど も と 本 を 学 ぶ ・ 連 続 講 座 」 を 開 催 

●「まちなか子ども図書室・ハロウィン」を開催 

● 図 書 館 環 境 整 備 工 事 の 完 了 

◎「子どもと本を学ぶ・連続講座」を開催しました。  

 第１回 子どもと本との出合い        ６月２２日（火）講師 深澤 敏弘 氏 

 第２回 はじめてのブックトーク        ７月２９日（木）講師 青木 淳子 氏 

 第３回 ワークショップ・昔話を子どもに語る ８月１２日（木）講師 藤巻 愛子 氏 

 第４回 子どもの本や紙しばいを作りたい！ １１月１８日（木）講師 下園 昌彦 氏 

「子どもと本を学ぶ・連続講座」第１回～第４回を開催しました。毎回多才な講師を招き，多くの

参加者が熱心に聴講しました。第１回は深澤敏弘氏(南アルプス市図書館協議会

会長)が本と子どもたちとの貴重な体験について，第２回の青木淳子氏(元公

共図書館及び学校図書館司書 キラキラ読書クラブメンバー)は初心者にもやさしい

ブックトークについて，藤巻愛子氏(山梨むかしがたりの会主宰・日本民話の会会

員)は甲州弁による昔話の語りについて，下園昌彦氏(童心社 編集長)は編集

の仕事ならではのエピソードを交えた講演をしてくださいました。 

◎ 講演会「日本社会といのち」を開催しました。  

 １０月２１日（木），医学部キャンパスにおいて，「いのちの電話」創設メンバーで

あった林義子氏を講師に迎え，地域貢献事業講演会「日本社会といのち」を開催し

ました。この講演会は，平成２２年度山梨大学附属図書館医学分館地域貢献事業と

して実施したもので，講師は，１９７０年に創立された「いのちの電話」の創設に

関わり，２０年間スタッフとして働いてきたこと，「いのちの電話」は社会を映し

ている鏡であり，子どものいじめ・不登校・家庭内暴力などの問題に触れ，社会及

び経済状況がひとりひとりに与える，命に関わる影響が強いと感じられることを体験したと述べ，生活に

ゆとりをつくり，週に２日くらいは家族と過ごす，友達とゆっくり話すな

ど人との関わりを大事にしていくことが大切であるなどと講演しました。 

参加者からは，「看護師を目指し，大学に入るために勉強中だが，命の大切

さについて改めて感じることができた」「日本の社会状況と子どもの変化につ

いてわかりやすく解説してくださり，とても参考になった」「「いのち」につ

いて自分の問題であると考えることは少なかったが，人との関係について日常

的に大事にするように考えていきたい」などの感想が寄せられました。 

図書館トピックス 

◎「まちなか子ども図書室・ハロウィン」を開催しました。  

 子ども図書室では，読売新聞甲府支局と共催で平成２２年１０月２３日

と２４日の２日にわたり，甲府市中心商店街の空き店舗を利用して「まち

なかこども図書室・ハロウィン」を開催しました。 

 この企画は，教育人間科学部幼児教育講座の学生を中心とした子ども図

書室学生ボランティア(約３０人)が企画したもの

で，教育の成果を甲府市中心街の活性化と結びつ

けて行いました。２日間で子ども約１８０人が訪

れ(親御さんを入れると４００人くらい)大盛況で

した。工作や折り紙を夢中で作り，絵本の読み聞かせや紙芝居，パネルシア

ターなどに目を輝かせて見入るなど，子どもたちは学生ボランティアと楽し

い時間を過ごしました。  
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  場  所：山梨大学（甲府キャンパス） 

学外の方への利用案内 

◆イベント詳細については，ポスター・パンフレット・山梨大学附属図書館ホームページ等でお知らせ 

いたします。皆様のご参加をお待ちしています。 

 本館及び医学分館は，山梨大学以外の大学生を

はじめ一般の方々も利用できます。詳細について

は，http://www.lib.yamanashi.ac.jp/ を ご 覧

いただくか，本館 Tel:055-220-8066 (情報サー

ビスグループ)，医学分館 Tel:055-273-9357 

(医学情報グループ)にお問い合わせください。 

             

[連続講座] 

 子ども図書室では，山梨県と山梨大学の連携事業の一環として，山梨県教育委員会と山梨大学の

共同企画により，「子どもと本を学ぶ・連続講座」（全５回）を開催しています。子どもと本・読

書に関わる諸テーマで講演・ワークショップを行っています。次回が最終回です。 

主 催：  山梨県教育委員会・         

山梨大学附属図書館子ども図書室 

 平成２２年度山梨県・山梨大学連携事業 

「子どもと本を学ぶ・連続講座」（全５回）のご案内 

＊事前にお申込みが必要です。 

環境整備工事が終了しました。利用者の皆様には，騒音などご迷惑をお掛けしま

したが，トイレや３階閲覧室などの設備が一新され，より良い学習環境へと生まれ

変わりましたので，皆様の更なるご利用をお待ちしています。  

◎ 館内環境整備工事の完了について 

医学分館「２階閲覧・学習スペース」を拡大 

 医学分館の閲覧・学習スペースは，１学年１００人を想定した広さのため，現在の１学年１８５

人では非常に狭く，学生さんから座席数増加の要望が強く出されていました。このため，図書館で

は利用率の少ない資料を甲府本館地下書庫に移設し，２階書架の一部を

撤去することで，閲覧・学習スペースを拡大しました。ここに全て１人

用の机を設置し，従来より５０％増の有効席数を確保しました。  

 早速，多くの学生さんが利用されていますが，席数は増加したとはい

え，試験期等は余裕がなくなります。どうぞ利用マナーを守って利用し

てくださるようお願いします。 

本館 環境整備工事の完了 

図書館トピックス つづき 

  

山梨県教育庁 社会教育課 社会教育振興担当 

〒400-8504 甲府市丸の内一丁目6-1  

TEL 055-223-1771 FAX 055-223-1775  

Email:shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jp 

お申し込み・お問い合わせ 

今後のイベント紹介 

第５回 シンポジウム「子どもに本を手渡すということ」（仮）  

日時： 平成２３年１月２７日(木) 午後２時～（予定） 

場所： 中央市立玉穂生涯学習館 視聴覚ホール 


